




















































| トラクタとの調整
A警告
・あぜぬり機の踊墜をするときは、トラクタの駐車ブ

レーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立jの位置に

し、エンジンを停止してからおこなってください。

・トラクヲのまわりゃあぜぬり機との聞に、人が入ら

ないようにしてください。

・あぜぬり機の下へもくったり、足を入れたりしない

でください。

守らないと、死亡事故や傷害事故の原因になります。

国 前後角度調節

(1)4S/3S/0S/1 Sシリース

あぜぬり機の入力事Iiが水平になるよ うに、ト ップリ

ンクの長さを調節します。

(2)A1/A2/Bシリース

トップリンクの調節ができません。「 トラクタ付属

ロータリ」の装着長さに合わせてください。

回水平の調整

あぜぬり機の左右が作業のときに水平になるよう

に、 トラクタのレベリングハンドルを回して、右リ

フトロァドの長さを調整します。

補足

作業のときは、ディスクが元あぜに乗り、右側が

やや上がります。リフトロッドを伸ばし、右側を

下げ、作業l時にあぜぬり機が水平になるように調

墜してください。

回 「最上げJ位置の調節
PTOを悶転させながら、ゆっくりあぜぬり機を上

げ、振動や呉音の出ない位置でiUI圧レバーを止め、

「上げ規制スト ッパー」で固定します。

21ページの「持ち上げl時の注意jを参照してください。

@ 

| 移動・ほ場への出入り | 
A警告
・作業状態では、あぜぬり機が車輪幅より右側に出る

ため、移動・走行が危険になります。必ず中央セッ

トに戻してから移動・走行をしてくださL、。

・高速走行・急発進・急停車はしないでください。旋

回するときはスピードを落とし、急旋回はさけてく

ださ¥"0

・運転者以外の人や物をのせないでください。

・子供には十分注意し、機械へは近づけないでください。

・ほ場への出入りは、必ずあぜと直角にしてください。

・急な上り坂で前輪が浮き上がると、ハンドル操作が

できなくなりとても危険です。常に前・後輪のバラ

ンスを考えながら、トラクヲメーカ純正のバランス

ウェイトを付けてください。

・あぜ越えや段差を乗り越えるときは、アユミ板を使

用し、地面に接しない程度に作業機を下げ、重心を

低くしてください。使用するアユミ板は、強度・長

さ・幅が十分あり、滑り止めのある物を選んでくだ

さい。

・両側に溝や傾斜のある農道を通るときは、特に路肩

に注意してください。軟弱な路肩、草の茂ったとこ

ろは通らないでください。

守らないと、死亡事故や傷害事故につながります。

A注意
・トラクヲにあぜぬり機を装着して公道を走行しない

でくださ L、。守らないと、「道路運送車両法違反J

となり、事故を引き起こす原因になります。

(1)移動のときは、あぜぬり機をいっぱいに上げ、油圧

ストップパルプを完全に「閉め」て、下がるのを防ぎ

ます。あぜぬり機が左右に振れないように、チェッ

クチェーンを張り、ロックナ ットを締めてください。

(2)移動、ほ場への出入りのときは、リターン位置およ

び作業位置から、操作ステッカーを確認しながら、

絡納位世へ移動をおこなってください。

直夏目移動のときは、必ずあぜぬり機を中央に戻して

ください。

作業状態のまま移動走行すると、振動によりト

ラク告の3点リンヲを破損させる場合がありま

す。



トラクタかSの取舛し | 

A警 告
・あぜぬり機の取外しは、平らで固い場所を選び、い

つでも危険をさけられる態勢でおこなってくださ

L 、。
-取外すときは、スヲンドを取付けてください。

・トラク台のまわりゃあぜぬり機との聞に、人が入ら

ないようにしてください。

・あぜぬり機の下へもぐったり、足を入れたりしない

でくださ，'0
守らないと、死亡事故や傷害事故につながります。

A注意
・トラクヲのPTO変速レバーを「中立jの位置にし

て、取外してください。守らないと、誤操作でPT

O軸が回り、傷害事故につながります。

・トラクヲからあぜぬり機を取外すときは、あせ'ぬり

部分を格納位置へ移動し、スヲンドを取付けてくだ

さL、。

囚4セットシリ ーズ

※必ず機体を格納位置(15ページ装着姿勢)に戻します。

(1)あぜぬり機へスタンドを取付け、スタンド止めピン

を差し、悶定します。

(2)ロックピンを角干除します。

(3)カブラのハンドルを引き、フックを解除します。

(4 )あぜぬり機をゆっくり下げます。

(5)カブラからロワーピンガイドが抜け、 トップピンか

らトップフックが外れたのを確認して、ゆっくりト

ラクタを前進させます。

外れない場合は、 トラクタとあぜぬり機の左右の傾

斜が合っていないか、トラクタがまっすぐ前進して

いないかのどちらかです。確認してやり直してくだ

さい。

回 1セッ トシリース

(1)あぜぬり機へスタンドを取付け、スタンド止めピン

を差し、固定します。

(2)あぜぬり機をゆっくり下げます。

(3)トラクタのPTO事Iiからジョイントをタトし、次にあ

ぜぬり機の入力軸から外します。

@ 

(4)あぜぬり機のマストから、ト ップリンクを外します。

外れないときは、ト ップリンクの長さを調節して取

外してください。

(5)トラクタの右ロワーリンクを、あぜぬり機の右ロワ

ーピンからタトします。高きが合わないときはレベリ

ングハンドルを回し、リフトロッドの長さを調節し

て取外してください。

(6)トラクタの左ロワーリンクを、あぜぬり機の左ロワ

ーピンから取外します。

(7)トラクタをゆっくり、まっすぐ前進させます。

回目農工Al、A2、Bシリース

A警告
・あぜぬり機の取外しは、平らで固い場所を選び、い

つでも危険をさけられる態勢でおこなってください。

・取外すときは、スヲンドを取付けてください。

・トラクタのまわりゃあぜぬり機との間に、人が入ら

ないようにしてください。

・あぜぬり機の下へもくったり、足を入れたりしない

でください。

守らないと、死亡事故や傷害事故につながります。

A注意
・トラクヲのPTO変速レバーを「中立」の位置にし、

取外してください。守らないと、誤操作でPTO軸

が回り、傷害事故につながります。

※必す機体を格納位置(15ページ装着姿勢)に戻します。

(1)あぜぬり機へスタンドを取付け、スタンド止めピン

を差し、固定します。

(2)カプラのストッパーやロックを解除します。

(3)あぜぬり機をゆっくり下げます。

(4 )カプラからロワーピンが抜け、トップピンからトッ

プフックが外れたのを確認して、ゆっくりトラクタ

を前進させます。

外れない場合は、トラクタとあぜぬり機の左右の傾

斜が合っていないか、トラクタがまっすぐ前進して

いないかのどちらかです。確認して、やり直してく

ださい。



| 作業前の点検 | 
A警告
・点検は交通の邪魔にならず安全な所で、機械が倒れ

たり動いたりしない、平らな固い場所でおこなって

くださL、。

・点検・整備・銅盤をするときは、必ずエンジンを停

止してください。

守らないと、死亡事故や傷害事故、機械の損傷につな

がります。

-トラクヲの取扱観明書「作業前の点検Jをよく読んで
ください。

・機械の性能を引き出し、長くご使用いただくために、

必ず作業前の始業点検をしてください。

・各部のゆるんだボルト・ナットなどは、増締めをし

てください。

田機械まわり

(1 )ミッションケース オイル虫、オイルもれ点検

(2)チェーンケース オイル量、オイルもれ点検

(3 )各部のm傷、汚れ、ボルト、ナ ットのゆるみ点検
(4)ジョイントへのグリース点検、注入

(5)グリースニップルへのグリース点検、注入

(6)耕うん爪等消耗部品の点検、交換

(7)1l1!1iJJタイプの場合は、配線の点検

@ 

回 シャーボルトの点検

(1 )石や杭などの「かみ込みJによる機体の狐傷を防ぐた
め、入力軸後方にシャーボルトを使用しています。

切れていないか点検をおこなってくださいc

(z)切れている場合、または作業中切れた場合には、純

正のシャーボルトに交換してください。

(3)シャーボルト

VZRとCZRでは切断設定トルクが巡います。そ

れぞれの型式に合った純正部品をお使いください。

VZR M6X35(クミ)8.8 部品番号 R277 911000 

CZR M6X40(クミ)12.9 部品番号 R008 918000 

入力軸部



作業時の注意 | 
A警告
・作業中は、卜ラク51とあぜぬり機のまわりに人を近

づけないでください。

・回転部分に草やワラが巻き付いたときは、 PTO回

転を止め、必ずエンジンを停止させ、巻き付きを外

してください。

・傾斜地での急旋周は転倒のおそれがあり大変危険で

す。トラクヲ速度を落とし、大きく回ってくださL、。

・あぜぬり機の閥墜をする場合は、必ずエンジンを止

めてからおこなってください。

守らないと、死亡事故や傷害事故の原因になります。

・あぜぬり機を使用しないときは、電源コードを抜い

てください。

守らないと、死亡事故や傷害事故、機械の故障をまね

くおそれがあります。

-作業が終わりましたら、土やゴミを、ほ場内できれ

いに務とし、道路には落とさないでください。

田作業速度

標準作業述皮は、 0.2-0.8km/hです。一般的に水分

が多い場合は述め、水分が少ない場合は遜めにしま

す。

・水分多め 速度は速めで、キレイな成形を優先します。

(速度が遅いと、のり面が凹凸になりやすい)

・水分少ない…述皮は1!U).で、あぜの締め付けを優先しまも

※めやす表

守否石m/h)1.o 0.8 0.6 0.4 0.2 

合水率(%) 50 45 40 35 30 

回PTO回転数
トラクタのPTO回転数は450-600rpmを使用し

ます。(PTO変述 1 i車-2速)

トラクタのエンジン回転は1600-2000rpmの範闘

で使Jllしてください。

図作業中の異常・点検

(け撮動、呉音など作業中の異常は、ただちにエンジン

を止め、点検してください。そのまま使用し続ける

と、他の部分にもtJH誌が広がります。
(2)45、46ベージの点検整備 異常処置を参照して、必

ず対応をしてください。

-あせ'ぬり作業は、 lit場の条件(水分・ 土質)に大きく

左右され、閉じほ場でも仕上がりが変化する場合が

あります。「上手な作業のしかたJを参考に調墜をし
てください。

@ 

| lま場条件
回ほ場条件

(1 )あぜぬり機の使用前には、ロータリ耕うんをしない

でください。ロータリ耕うんがしであると、土中の

水分が保たれにくく、あぜがきれいに成形しませ

ん。 またトラクタの直逃走行が悪くなります。秋

耕しは、あぜ際を l行程残して耕うんしてくださ

し、。

(2)元あぜの上にある草は除いてください。新あぜが分

離し、品iれやすくなります。

(3)元あぜの高さは、 VZR301E、CZR301/301Eは18-

25cm以内としてください。

15cm以下のときは、オプションの大径ローラをお使

いください。

(4 )元あぜの高さは、 VZR351E、CZR3511351Eは23-

30cm以内としてください。

20cm以下のときは、オプションの大径ローラをお使

いください。

回作業時のほ場水分

あぜぬり機の性能は、ほ場水分の影響を大きく受け

ます。最適なほ場条件を選び、作業してください。

めやす表

土l1I水分手のひらで
砂質 援上 粘土

(%) 土を撮る

25-30 固まらない × × ム

31-35 少し固まる ム O O 
36-40 ほどよく臨まる 。。 0・
41-45 柔らかく悶まる 。。。
46-50 指の聞から出る 。。 O 
-水分36-40%で粘土質の場合(*向1)、ディスクに土

が一番はりつきやすい土質があります。

この場合は、作業を中止して雨が降るか、もう少し

乾いてからおこなってください。

・この表は、 一般的なあぜぬりの「めやす」です。

35ページの「上手な作業一のしかた」を参考にして、条

件を設定してください。

・ト ラクタの111輸が100mm以上j:tむほ場では、作業を

しないでください。

・乾いたほ場では、Hiよがりに作業してください。



| オフセット操作 E回 | 
A注意
・オフセット錬作(作業時・移動時の位置変え)のとき

は、支えパイプ等働く部分を持たないでください。

・オフセット操作は、方向軸に溶接してある@オフセ

ツ卜用ニギリを持って、動かしてください。

守らないと、死亡事故や重大な傷害、機械の破損をま

ねくおそれがあります。

回前進作業状態ヘオフセット

(1)トラクタに淡泊後、スタンドを取外します。

(2)1111圧を下げ、あぜぬり機を地而に付かない程度に低

くしてください。

(3)支えパイプに取付けてある固定ピンを抜き、方IIjJ輪

の⑫オフセット朋ニギリを持って、円をr，r，くように

移動させてください。

ココを持つ

(4 )右前のフックに、フ yク事Iiが回定されていることを

線認してください。

前進作雛状態

@ 

(5)オフセット位低は、 2段階に調節できます。ロγク

枠の位置を変更しておこないます。

トラクタトレッド(タイヤ外全幅)

VZR CZR 

前進① 1480-1600mm 1240-1380mm 

前進② 1600 -1780mm 1380-1560醐

後進 2240mm 1940mo 

国後進作業状態へリターン

(1 )1111圧を下げ、あぜぬり機を地而に付かない程度に低

くしてください。

(2)支えパイプに取付けてある回定ピンを抜き、方向輸

の@オフセット用ニギリを持って、円を描くように

移動させてください。

(3)左前のフックに、フック輔が悶定されていることを

確認してください。

後進作業状態

回格納位置へ移動

( 1 )IIU圧を下げ、あぜぬり機を地問に付かない程度に低

くしてください。

(2)支えパイプに取付けてある回定ピンを抜き、方向輪

の@オフセット用ニギリを持って、1'1をtlliくように

中央まで移動させて、支えパイプとロッドの穴の位

置の合った所で固定ピンを差して、間定してくださ

u、。



( オフセット操作 I ~ 1111 
-あぜぬり機のオフセ ット操作は、電気(バッテリ)を

利用しています。操作は付属の操作ボックスを使用

します。

A警告
・配線は取級説明書をよく読み、順序を間違えないで

ください。

・12ボルトバッテリ専用です。卜ラクヲの取扱説明書

で確認してください。

・コネク9ーは確実に接続してください。

・配線は燃料9ンクや配管、および動く部分をさけ、

結束バンドで固定してください。

・バッテリにコードを取付けるときは、火気を近っけ

ないでください。

守らないと、ショー 卜して、コードや操作ボックス・

リレーBOXが焼け、ヤケドや火災事故の原因になりま

す。

A注意
・作業後・移動時は、必ず電源コードを篠いてくださ

い。守らないと、誤操作でケガや機械の損傷につな

がります。

補足
操作ボックス、リレーBOX、コネクターなど電

気部品は、水に濡らさないでください。

団歪重囲
コネクター コードとコードをつなぐ按統口

A警 告
・あぜぬり機の配線作業は、平らで固い場所を選ぴ、

いつでも危険をさけられる態勢でおこなってくださ

い。守らないと、あぜぬり機が転倒し、死亡事故や

傷害事故につながります。

@ 

回電源取出しのしかた(バッテリ直結)

A注意
・バッテリケーブルは、付属の60A対応のケーブルを

必ず使用してください。

※トラクタの室内電源は絶対に使用しないでください。

(1 )配線をするときのショートを防ぐため、バッテリの

マイナスGターミナルを外します。

(2)プラス@のターミナルを外します。

(3)プラスのターミナルへプラス側コード(60Aヒュー

ズがある方)を入れ、ターミナルを取付けます。ね

じを確実に締め付け、邪魔にならないようにボンネ

ットの中を過してください。

プラス(+)
空ーミナル



(41マイナスfl(IJコードを、バッテリのマイナス@ターミ

ナルへ取付けます。

マイナス(ー)ヲーミナル

(5)オプションの変換ハーネス(部品番号 R060 151000) 

を使HJするとドライブハロー、ウィングハロー、プ

ロードキャスター、ライムソワーの電源取出しを共

通で使えます。

補足

・コードの取付けは確実におこなってください。

・作動不良の多くは、ター ミナル接続の不良

に原因があります。

・バッテリケープルが短い場合は、 H1i!;[ケー

プルを使用して、全体に余裕をもった配線

をしてください。

回バッテリケーフルと本体ハーネスのつなぎ方

(1 )本体ハーネスから出ているコードの l極コネクター

を、f1li原ケープルのコネクターにつなぎます。

@ 

固操作ボックスとあぜぬり機のつなぎ方

(1)あぜぬり機からJl¥ている 8極のコネクターに、「コ

ントロールケープル」の8極をつなぎます。

(2)操作ボックスの8極のコネクターに、「コントロー

ルケープル」の8極をつなぎます。

操作ポ yクス

(3)あぜぬり機を上下し、ケープJレが引っ張られたり、

たるみ過ぎないように捌節し、結束バンドで固定し

てください。



補足

-コントロールケープルや、¥ui原ケーブルを

迎転席に引込む場合、キャビンのリヤウイ

ンドにはさみ込むことは、絶対にしないで

ください。

・必ず専用の引込み口を通してください。守

らないとケープルがつぶれて、作動不良や、

故障の原因になります。

A警告
・トラク空からあぜぬり機を取外すときは、必ずあぜ

ぬり機の本体ハーネスから出ている 1極、 8極のコ

ネクヲーを外してください。守らないと、ケーブル

やコネクヲーが破損したり、あぜぬり機が転倒しま

す。

A注意
・コネヲ11ーは、確実に接続してください。

・バッテリの電圧が低いとき(約12V以下)、所定の性

能か'発揮できなくなります。

・バッテリケーブルや、 2電源ケーブルを嬢続するとき

は、必ずa8を確認してください。
逆に接続すると、操作ボックス・本体のリレーBOX

が破損するおそれがあります。

・コネク11ーを外すときは、ケーブルを引っ張らない

でください。断線の原因となります。

守らないと、機械の損傷やケガにつながります。

-電源ケーフル、バッテリケーフルのG氾 は絶
対に緩続させないでください。(誤って接続

するとヒューズが溶断します。)

守らないと、機械の損傷やケガにつながりま

す。

! コネヲ翌二の取扱い l 
A注意
・各コネクヲーは、端子(ピン)の変形やホコリ・水分

による損傷を防くため、取扱いには十分に注意して

ください。(着脱はていねいに)

・コネク合ーを外したら、必ずオス・メスを組み合わ

せて端子(ピン)の保護をしてください。(ただし、

電源ケーブル、バッテリケーフルは除きます。)

@ 

| リモコンの操作 | 
A警 告
・あぜぬり機の開閉操作は、平らで固い場所を選ぴ、

いつでも危険をさけられる態努でおこなってくださ

い。守らないと、あせ'ぬり機が転倒し、死亡事故や

傷害事故につながります。

ム注意
・リモコン操作をするときは、まわりに人がいないこ

とを確認してから操作してください。

・イ乍業をしないときは、メインスイッチを必ずfOF 

FJにしてください。
守らないと、ケガや機械の損傷につながります。

A注意
・走行変速はニュートラルにし、必ず駐車ブレーキを

かけてください。

守らないと、機械の損傷につながります。

・操作ボックスは水ぬれ厳禁です。必ずキャビン内も

しくは、屋内に保管してください。

③耕深⑧

⑨耕深 ⑧

⑤前進作業

⑥後進作業

スイッチで
操作できること

①標準

・電源の入、切
・前進作業オフセ y卜
.後進作業オフセット

②オプション
・耕深調整の浅、深
・散水装置電源の入、切

色鉛官鑓i



| 電源を入れる l 
(1 )あぜぬり機を操作する場合は、必ず操作ボックスの

電源を入れてください。

(2)メインスイッチ(電源)①を l秒以上押してくださ

い。「ピー」とアラーム音がして、パイロットランプ

②が点滅し、 111i原が入札作業準備状態となります。

※屯淑の「切」は、メインスイッチ(屯源)①を、 l秒以

上押してください。「ピー」とアラーム音がして、パ

イロットランプ②が消え、電源が切れます。

補足

オートパワーオフ機構が操作ボックスの中に、

組込まれています。

補足

パイロットランプが点灯しないときは、

①コネクターの按続を確認してください。

②ヒューズの点検をしてください。

バッテリケーブル +仰lの60A

s注意
・一日の作業が終わったら、必ず操作ボックスの電源

を「切JIこしてください。

田オフセット操作

A警告
・中央位置およびリヲーン動作中は、 PTOを回転さ

せないでください。守らないと、機械が故障します。

(1 )前進作業状態へオフセット

①スタンドを外します。

②操作ボックスの⑤「前進」を押すとアラーム音が嶋

り、オフセット動作が始まります。固定ロックが

確実に掛かるまで、押し続けてください。(必ずロ

ックが確実に掛かっていることを確認してくださ

)
 。、
し

ロック位置

(2)後進作業状態へリターン

①操作ボックスの⑥「後進」を事11すとアラーム音が1!由

り、リターン動作が始まります。格納位置、後進

作業位世まで事11し続けてください。(必ずロ ックが

確実に掛かっていることを確認してください。)

@ 



(3精納、移動位tl1へ移動
①操作ボァクスの⑥「後進Jを事11すとアラーム音がlぬ
り、リターン動作が始まります。下の写真のよう

に、絡納位位まであぜぬり機を移動させ、下の写

去のように固定ピンを差して、固定してください。

格納位置

固定ピン

国税深調節用ミニモーションの操作(オプション)

型式 CZROO-CK 品番R252901000 

ロータリ昔日(元あぜ削り用)の深さの調整に使いま

す。

(1)スイッチの③「浅」を押し続けると、ロータリ部が持

ちよがり、土の量;が少なくなります。

(2)スイァチの@)f深」を押し続けると、ロータリ部が下

に干:がり、土の量が多くなります。

@ 

固 ミニモーション注意事項

(1)連続使用しないこと

ill動機が過熱してサーキットプレーカが作動し、シ

リンダが切Jかなくなります。

(2)頻繁にサーキットプレーカが作動する場合は、すぐ

に使用を中止すること。

発火する恐れがあります。

(3)7Iii原電圧は、仕様で示したもの以外では使用しない

こと。

火災、感電のJjj(因になることがあります。

(4 )作業終了後、格納時には、仲省首都に付いた泥等の汚

れを取除き、シリンダロッド部(メッキ音1;)に布等を

かぶせ、発鈴の防止をおこなってください。

(5)電動機に手を触れないこと。

高温になることがあるので、やけどする恐れがあり

ます。

(6)ffiiJJiIコードを引っ張ったり傷めないこと。

!長~lîや故障の原悶になります。

(7)リリーフ状態は、 2秒以上させないこと。

前Ili弘上昇、作動不良の原因になります。

回亙重囲
サーキットブレーカ

電流が設定値より過大になると回路をシャ断する

もので、 ーl時的に回路の損傷を防ぎます。



作業の方法 i 
(1)作業開始から ]-3mのl閣に、ロータリ部の深さの

調盤、あぜの締り具合の確認をおこないます。

(2)調整が終了したら、再度最初の所から作業を①-@

までおこないます。(4面作業をおこなうとき)

‘ ‘回国晴園聞-

⑦ 
② 

③ 

① 

④ 
⑤ 
-・E・-ー辛
・令
一一宮工ロ

(3)前進作業状態から、パック作業状態へ移動します。

29-32ページ「オフセット操作のしかたJを参考にし

てください。

(4⑤~③のJUiに、前進作業のあぜの末尾部分に作業部

をセットします。

(5)回転数、作業速度を務として、後方を十分確認しな

がら作業をおこないます。

リ9ーン作業(パγク帽iJし旦盟主)
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上手な作業のしかた l 
田作業状態にオフセット

(1)トラクタに装治後、スタンドを取外します。

(2)トラクタの車絵師に合わせ、 ロック枠を下図のよ

うに付け換えて、ロックカムを下図のように組替え

て、オフセット;監を調整してください。

手動オフセットにはロァクカムは付いていません。

i CZRオフセット量の鯛節方法 |
(格納位置で固定して、おこなってください。)

①手動、電動共通の作業

灰色のロック枠を

外し、下図の位位

で悶定してくださ

オフセ・ノ卜量

u、。

o 0 
1380-1560用 1240-1380周
(トラヲ歩の9イヤ外幅)

②電動のみ必要な作業

ロックカム(金色)を裏返しにしてください。

・数回 作業字苧リターン を繰り返し、確実にロッ

クがかかることを確認してください。

@ 
ロヲタカム

この小さいRを目印にします.

小軒、R岬1向き

@ 
小さい究出内向き

(注)車輪幅は、左右のタイヤ外側の会開で計ってくだ

きい。

@ 



VZRオフセット量の調節方法

(格納位置主で固定して、おこなってください。)

①灰色のロック枠を E 

外し、下図の位置

で悶定してくださ

u、。

o 0 
1600-1780周 1480-1600周
(トラヲ空の空イヤ外幅)

②ロック カム(金色)を裏返しにしてください。

・数阿 作業字争リターン を繰り返し、確実にロ ッ

クがかかることを確認してください。

@ 

@ 

ロックカム

こ白小さい穴が目印

小さい穴が外向き

小さい穴が内向き

(注)II1輪幅は、左右のタイヤ外側の全幅で討ってくだ

さい。

( 3)トラクタに装計後、右側にオフセットして、作業状

態にします。

@ 

回口ータリ部の調整

川上前削り部

①Rピンを下の写真一の位置に取付けます。

上側 上から 3番目が標準です。

下側 上世j

"" I I C 

、a・~

②務く削りたい場合

上側のローターピンをいったん外し、下仰lのロー

タービンを③の穴に差し変え、上側を元のように

もどし、ローターピンを@の穴に差し変えてくだ

さい。

①l耳く削りたい場合

上側のローターピンをいったん外し、下仰lのロー

タービンを⑥か⑤の穴に差し変え、上側を元のよ

うにもどし、ローターピンを下の穴が③のときは

②、⑤のときは①の穴に差し変えてください。

※穴位置をまちがえると振動、騒音が大きくなりま

す。



(2)ロータリ部(元あぜ削り)

①深浅ハンドルを回し、標準に合わせます。

2-3m作業して、土自;を確認してください。

②土誌が多いときは、深浅ハンドルを回して、「少」

の方に調整してください。

③土量が少ないときは、深i主ハンドルを回して、

「多Jの方に調整してください。
③翻3警が終わったら、 i来i圭ハンドルを倒してくださ
し、。

-作業中の振動で設定位置が変化しないように、ハ

ンドルの回り止めになります。

作業時の位置

深浅ハンドJレ

@ 

回土量の調整

(1)ガイド板

ガイド板は、あぜの高さに追従してフリーに上下し、

横への土のはき出しを防ぎます。

(2)土止め板

①あぜ而への土の訟を調整します。

②標準はWJじの状態で、あぜ而への土の訟ーを多くし

ます。

③低いあぜの作業のときは、土の111が多くなりやす

く、その場合「開1-開4位1[tJの状態にして、土

を後方に逃がす調墜をおこなってください。



四方向輸の調整

111輪幅より右側にオフセットして作業をおこなうた

め、機体が左側に振れたり、 トラクタのハンドルが

取られる場合があります。

方向輪は機体の振れを吸収して、直進性を良くする

ために調撃します。

(1)取付けの位置(標準位置)

①VZR30lE、CZR301/301Eのとき

3カ所ボルト穴があります。中央と下の穴を使っ

て、確実に締め付けてください。

②VZR351E、CZR3511351Eのとき

3カ所ボルト穴があります。上と中央の穴を使っ

て、確実に締め付けてください。

(2 )j軍さのめやす

①標準のめもりの位置に合わせ、作業をおこないな

がら、機体の振れや トラクタのハンドル取られを

確認してください。

②固いほ場では、やや浅めにしてください。

③ifJllIIでは、やや深めにしてください。

④緋うんしてしまったほ場では、やや深めにしてく

ださい。

(注)方向輪をあまり下げすぎると、あぜぬり機本体を

浮かせる場合があります。この場合、あぜの上而お

よび応部の締りが恕くなります。

@ 

(3)方向輪角度の調整

製品の出荷時には、 15'(標準)で組付けてあります。

①地表而に少しの椛が出来ますが、安定した作業が

おこなえます。

②後作業の都合でT砕を小さくしたいときは、下図の

ように角度スペーサーの入れ替えで、 10'に組替

えてください。

③地表面がやわらかく方向輪の効きが悪い場合に

は、下図のように角度スベーサーを入れ替えて、

20。に組称えてください。

槽準組付位置

※ほ場の状況が、水分が少なく、土が聞くて、方向輸

の効きがit:ぃ場合には、方向輪の角度を、 10。に組

替えて使用してください。



| オプション部畠(別売..  
回低いあぜの対応(大径ローラ)

ロータリ部のi軍さやカバーの調節をしても、ディス

クがあぜ高さまで下がらない場合は、大径ローラ

(別売り)に組替えてください。

UZOO-TR 大径ローラ216(部品帯号 R008 902∞0) 
UZ-300と共通です。

大径ローラの延長(AZ、UZ-300と共通です)

延長パイプL AZ(昔f¥品帯号 7104 220000) 

回上面ローラの調節

(1)あぜ上而の幅が広い場合は、延長ローラ(別売り)

を追加してください。

標準ローラの延長(AZ、UZ-300と共通です)

UZOO-ER 延長ローラ140(部品帯号 R∞8 909000) 

8 5.5 11 11cm 
1_1_1ー }

フ

水路

(2)のり而の場合や、あぜ上而の闘がせまい場合は、延

長官1¥分を外してください。

のり面の場合 幅がせまい場合

27 

回中あぜ部品(AZ、UZ-300と共通)
ほ場の中に、 一行程で「中あぜ」をつくります。

・中あぜ部品とは、目印程度の区切りのあぜであり、

管理用のあぜとは逃います。

1UZOO-NA 中あぜ部品(組)(部品番号 R∞8ωI∞0) I 

加
叩
FM

内

d
内
U
M
必
吟

唱

1

・:内，
ι

で
で
せ
準
合
票
組

刊
日

i
m
m

囚補助ローラ (AZ、UZ-300と共通)

あぜ上商iの外側の府を成形します。

こぼれた土を押さえて上而をキレイにしたり、隣の

水田に土を務ときないようにします。

UZOO-HR 補助ローラ川(部品番号 R鵬鵬∞0)I 

補助ローラ

@ 



-・・E王i;~~-;JftD~宮司当主a・・・
長くお使いいただくためには、日常の保守管理が大切

です。

a警告
・点検・盤備をするときは、交通の邪魔にならず安全

なところを選んでください。機械が動いたり、倒れ

たりしない平らな固い場所で、トラクタの前輪には

車止めをしてください。

・点検.~備をするときは、トラク告の駐車ブレーキ

をかけ、 PTO変速レバーを「中立Jの位置にし、エ
ンジンを停止してからおこなってください。

・あぜぬり機の落下を防止するため、油圧ストップバ

ルブを完全に「閉めJてロックし、あせ'ぬり機の下へ
台を入れてください。

・爪や回転部分に草やワラが巻き付いたときは、必ず

エンジンを停止させ、巻き付きを外してください。

・ディスクは鋭利になっています。素手でさわらない

でください。

守らないと、死亡事故や傷害事散の原因になります。

囚 ボルト・ナッ トのゆるみ点検

使用時ごとに各部のボルト ナット、特に爪取付け

ボルトを増締めしてください。新品の場合は、使m
2時/1日後に必ず地締めをしてください。

特に爪ボル トは、早めの点検、増締めをお願いしま

す。

⑪ 

回ジョイン卜の給油

③グリースニ ップル

使用時ごとにグリースを注入する。

⑧ジョイントスプライン部

使用時ごとにグリースを主主る。

@シャフト

シーズン後にグリースを塗る。

⑨ロックピン

シーズン後に注油する。

(4セットジョイン卜]

ジョイントカバ にも、ダリースニ Iノプルが
左右1カ所ずつあります。グリースを注入してください。

回 オイル量の点検と交換

(1 )オイル盆の点検

作業状態にして、オイルの訟を点検してください。

不足の場合はギヤオイル#90を補給してください。

(2)オイル交換

工場出荷時には給油してありますので、第 l回目の

交換まではそのまま使用してください。

-チェーンケース

ドレーンボルトを外して、オイ Jレを排出します。i主

計b口から規定量;を給計11してください。

ロ ドレーンボルト



回 クリースの補充

(1)グリース注入

下の写真3枚の各所にグリースニップルがありま

す。グリースを注入してください。

または81時間ごとに点検補充してくださ

(写真はCZRです。)

作業前、

し、。

CZR、VZR

-ミッションケース l

ミッションケース 3-ミ ッションケース 2、

VZRのみ

-よ而削りミッション

ル，
給油 オイル交換は、下記の通り実施してください。

オイル交換の時IIU
給illi箇所 オイルの種類 れ1if，J:

l回目 2回日

ミッションケースi ギヤオイル非90 0.5e 301時間 2501時|出

ミッションケース2 ギヤオイル#90 1.0e 301時間 2501時|間

ミッションケース3 ギヤオイル#90 2.5e 301時間 2501時間

チェーンケース ギヤオイル非90 2.5e 301時間 2501時IIH

上[師削りミッション ギヤオイル再90 0.5e 301時UH 250時1111

ツ
シ
ョ
ン
ケ
ー
ス
2

@ 



(2)グリースの塗布

①CZR 

下写其のマスト後方のグリースニップJレに、作業

前または81時間ごとにグリースを注入してくださ

し、。

シーズン終了後は、 M16ナットを外し、ばね座金、

座金、ワッシャー135を外して、可動部に下の写

真ーのように、グリースを塗布してください。

作業終了後は、ワ ッシャー135等を取付け、 M16

ナットで確実に締め付けてください。

@ 

②VZR 

下写nのマスト後方の媒いl朕付グロメット(ゴム
栓)を外し、グリースニップルに、作業jiilまたは

81時11:日ごとにグリースを注入してください。

シーズン終了後は、 M8ボルト 2本を外し、可[VJ

支点カバーを J~外してください。 下の写真 l の、

M16ナットを外し、ばね座金、座金、ワッシャ-

65を外して、可動部に下の写真2のように、グリ

ースを塗布してください。

作業終了後は、ワッシャー65等を取付け、 M16ナ

ァトで確実に締め付けて、可!F!J支点カバーをM8

ボルト 2 本でJ~付け、確実に締め付けてくださ

し、。
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A警告
・格納は、雨や風があたらす、平らで固い場所を選ん

でください。

・あぜぬり捜の格納はスヲンドを必ず付け、キャスヲ

ーのストッパーをかけてください。

・カプラ・ジョイントはあぜぬり機から外して、地面

に置いてください。特にジョイン卜は、ほこり等の

付かない所に格納してください。

・格納庫には子供を近づけないでーください。

守らないと、あぜぬり機が転倒し、傷害事故や機械の

損傷につながります。

@ 



点検整備チェックリスト I 

l時 1m 立i 目

① チェーンケースのオイルの量点検

② ミッションケース 1のオイルの量点検
新品使用始め

③ ミッションケース 2、ミッションケース 3のオイルの量点検

@ 上面削りミ ッションのオイ Jレの量点検

新品使用 2 時間 ① ボルト ナットの増締め

① チェーンケースのオイル交換

② ミッションケース lのオイル交換

新品使用 301時間 ③ ミッションケース 2、ミッションケース 3のオイル交換

④ 上面削りミッションのオイル交換

③ オフセット、深浅ハンドル音1¥のグリース補給

① 耕うん爪の取付ボルト増締め

② チェーンケースのオイル量、オイルもれ点検

③ ミッションケース lのオイル量、オイルもれ点検

④ ミッションケース 2、ミッションケース 3のオイル量、オイルもれ点検
使 m 前

⑤ 上関削りミッションのオイル量、オイルもれ点検

⑥ チェーンケース、タイトナーの点検、調懸

⑦ ジョイン トのグリースニ ップルへグリース注入

③ 地面から上げて回転させ、呉音異常のチェック

① きれいに洗い、水分ふきとり

② ボルト、ナ ット、ピン類のゆるみ、脱落チェ ック

③ 耕うん爪、ガード等の勝耗、折れチェ ック
イ史 用 後

④ 入力車11へグリースを塗る

⑤ ジョイント、ロックピンへ注illl

⑥ 動く部分へ注illl

① チェーンケースのオイル:w:、オイルもれ点検、補給

② ミッションケース lのオイル量、オイルもれ点検、補給

③ ミァションケース 2、ミッションケース 3のオイル量、オイルもれ点検、補給

④ 上面向1I~ミッションのオイル量、オイ Jレもれ点検、補給

③ チェーンケース、タイ トナーの点検、湖整
シーズン終了後

⑥ オフセット、深浅ハン ドル昔日のグリース補給、チェック

⑦ ジョイント、スプライン部へグリ ースを塗る

③ ジョイントのシャフトへグリースを塗る

③ 無主主装部へサピ止め

⑬ 消耗品は早めに交換

※機体の各部の変形、損傷等の異常を見つけたら、速やかに修理してください。

@ 



異常と処置一覧表 I 

使用中あるいは使用後の点検l時に下表の興常が発生した場合は、再使用せずにすぐに次の処位をしてください。

部位 症 状 原 図 処 111 

軸受ベアリングの興常 ベアリング交換
異音 の 発生

朝十 爪取付ボルトのゆるみ ボルト締付

耕うん軸のi幽がり 耕うん車11交換
振動 の 発生

つ 耕うん爪の配列問逃い 爪配列のチェック

チェーンの切れ チェーン交換
軸が回らない

ん 駆動軸の切れ 駆動軸交換

オ イ Yレ も れ オイルシールの興常 オイルシール交換

軸 残耕ができる 耕うん爪の摩耗、折れ 耕うん爪交換

土 が寄らない 耕うん爪の配列間違い 爪配列のチェ ック

チ チェーンタイトナーの破損 タイトナー交換

エ 呉 音 の 発生
スプロケットの損傷 スプロケット交換

ン カバーパッキンの切れ パ ッキン交換
ケ オ イ Jレ も れ

チェーンケースカバー締Nボルトのゆるみ ボルト増締め

ス 熱 の 発 生 オイル孟t不足 オイル補給

ベアリングの興協ー ベアリング交換

呉音 の 発生 ギヤの損傷 ギヤ交換(ベベルギヤ町主換li組合せでお願いします。)

、、、 ベベルギヤのカミ合い不良 シムで調J.1:
ツ

入力制lオイルシールの異常 オイルシール交換
y 

ヨ パッキンの切れ パッキン交換
ン オ イ Jレ も れ

ケ
パッキン朔lの劣化 パッキン弗l塗 り直し

締付ボルトのゆるみ ボルトi目締め

ス
熱 の 発 生 オイル量不足 オイル補給

オイル巣常減少 駆動軸オイル;"，-1レ典常 オイルシール交換

~'I， 音 の 発生 グリース量不足 グリース注入
ジ

ジョイント折れ角が不適切 前後角度姿勢の調整
ヨ ジョイント I鳴り
イ あぜぬり機の上げすぎ リフト誌の規制

ン

ト
た わ む シャフトのカミ合い幅不足 長いものと交換

スプライン昔日のガタ ロックピンとヨークの摩耗 すぐに交換

@ 



用語と解説 | 
アヲッチメン卜

作業機に後付けする製品

オート装置

作業機の均平板の動きをセンサで感知して、トラク

タに電気または機械信号で伝え、 トラクタのiJlI圧を

自動的に作動させ、作業深さを一定に規制する袋世

オートヒッチ、カブラ

トラクタに乗ったまま、ワンタッチで作業機を装着

できるヒッチ

クリープ(速度)

超低迷の作業速度

税うん爪取付方法

①フランジタイプ

耕うん軸の板(フランジ)に、耕うん爪1本に対し

て、ボルト 2本(組ボルトは I倒)で取付ける方法。

②ホルダータイ プ

緋うん輔のホルダー(プラケッ ト)に、緋うん爪を

差し込んで、ボルト l本で取付ける方法。

耕深

耕うんする深さ

コネク安一

コードとコードをつなぐ接続口

サーキットブレーカ

電流が設定値より過大になると回路をシャ断するも

ので、 一時的に回路の損傷を防ぎます

3点リンク

トラクタに作業機を装着するための3点で支持をお

こなうリ ンク

ジョイン卜

トラクタの動力を作業機へ伝達するための軸

ヲーン/{ック)v

トップリンクの短い物(長さの調整ができる)

ダッシンク

緋うん爪のl凶転で、 トラクタがjjirに押され、飛び出

すこと。

@ 

チェックチェーン

トラクタに対し、作業機が左右に撮れる泣を規制す

るチェーン

トップリンク

作業機を装着する 3点のリンクのうち、作業機の上

部を吊り下げているリンク

ブラケット側

チェーンケースの反対の軸受側

ポジションコントロールレバー

作業機を上げ下げするために使用するレバー

メカニカルロック

機械式に固定する

揚力

トラクタが作業機を上婦させるための力

リフトロッド

トラクタが作業機を上げるためロワーリンクと述結

しているアーム

リリーフ状態(音)

れ11庄シリンダが最縮および最長時、これ以上伸び縞

みできないときに音が変わったとき

リリーフ弁

れ11庄装置に規定以上の泊の圧力がかかり、油圧装置

が破獄することを防止する弁

ロワーリンク

作業機を装着する 3点リンクのうち、作業機の下部

を吊り下げているリンクで左右 1;本ずつある
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キ公 はAキ朱式会社
本 キ土

物流センター

北海道営業所

旭川出張所

帯広出張所

東北営業所

関東営業所

長野営業所

岡山営業所

九州営業所

南九州出張所

干386-0497 長野県小県郡丸子町塩川5155
TEL (0268) 42-7500 FAX (0268) 42-7556 

〒386-0497 長野県小県郡丸子町塩JlI2949
TEL(0268)364111 FAX (0268)36-3335 

〒068・0111 北海道空知郡栗沢町字由良194-5
TEL(0126) 45-4000 FAX (0126)45-4516 

干079-8431 北海道旭川市永山 IUT8丁目 32
TEL (0166) 46-2505 FAX (0166) 46-2501 

干082-0004 北海道河西郡芽室町東芽室北l線18番10
TEL (0155) 62-5370 FAX (0155) 62-5373 

干989-6228 宮城県古川市清水3丁目石田24番11
TEL (0229) 26-5651 FAX (0229)26-5655 

干329-4411 栃木県下都賀郡大平町横堀みずほ5-3
TEL (0282) 45-1226 FAX (0282)44-0050 

干386-0497 長野県小県郡丸子町塩川 2949
TEL (0268) 35-0323 FAX (0268) 36-3335 

干708-1104 岡山県津山市綾部 1764-2
TEL (0868) 29-1180 FAX (0868)29-1325 

干869-0416 熊本県宇土市松山町1134-10
TEL (0964) 24-5777 FAX (0964)22-6775 

干885-0074 宮崎県都城市甲斐元町3389-1 
TEL (0986) 24-6412 FAX (0986)25-7044 
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